
高レベル放射性廃棄物最終処分の必要性と安全性
企画 電気事業連合会

【
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
】

深度㍍に坑道を建設して技術を検証
実坑道で地層処分技術の適用性・信頼性を磨く

舘
幸
男
副
所
長
に
聞
く

ガ
ラ
ス
固
化
体
に
し
て
地
下

㍍
以
深
に
埋
設

将
来
世
代
の
負
担
や
リ
ス
ク
を
十
分
に
小
さ
く

「
安
全
で
実
現
可
能
」最
適
な
地
層
処
分
を
選
定

【
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
取
り
組
み
】

植
田
昌
俊
理
事
に
聞
く

地域の理解促進なくして実現できない

自国内の地層処分が世界共通の考え方

日本では第１段階の文献調査結果をとりまとめ

最
終
処
分
は
日
本
全
体
で
考
え
る
べ
き
問
題
　

　
文
献
調
査
の
対
象
地
域
増
加
は
大
き
な
意
義

さらなる資源の活用に向け原子燃料サイクル推進
エネルギー安定供給と脱炭素に有用な原子力発電
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　２月日に閣議決定された第７次エネルギー基本計画では、ＤＸ
やＧＸの進展による電力需要増加が見込まれる中、脱炭素電源とし
て再生可能エネルギーとともに原子力発電を最大限活用していくこ
とが極めて重要であることが示された。原子力産業界では、福島で
の事故を反省し、その教訓から再びそのような事故を起こさないと

いう徹底した原子力発電所の安全対策で臨んでいる。その一方で、
原子力発電に伴い発生する高レベル放射性廃棄物への対処が必要と

なる。本特集では、この高レベル放射性廃棄物の最終処分について
原子力産業界がどう取り組んでいるのか、その必要性、具体的な処
分方法、安全性、最終処分地の選定と進行状況、海外における状況
をまとめ、原子力産業界における安全な原子力発電推進の取り組み
の一環として紹介する。

　ＪＡＥＡでは、幌延深地層研究
センター（北海道幌延町）、東濃
地科学センター（岐阜県土岐市）、
核燃料サイクル工学研究所（茨城
県東海村）の３拠点で、高レベル
放射性廃棄物最終処分の技術的信
頼性のさらなる向上のため、地層
処分技術基盤の研究開発を進めて
いる。その中の幌延深地層研究セ
ンターの取り組みを、同センター
の舘幸男副所長に聞いた。

　
▼
セ
ン
タ
ー
の
概
要

　
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
本

の
国
土
を
形
成
す
る
代
表
的
な
２
種
類
の
岩

石
の
一
つ
で
あ
る
堆
積
岩
を
対
象
に
、
実
際

に
深
地
層
中
に
地
下
施
設
を
つ
く
っ
て
、
地

層
処
分
技
術
の
適
用
性
や
信
頼
性
を
確
認
す

る
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
放
射
性
廃
棄
物
を
持
ち
込

ま
な
い
こ
と
や
研
究
に
使
用
し
な
い
こ
と
を

地
元
と
約
束
し
て
い
ま
す
。

　
▼
研
究
開
発
の
状
況

　
こ
れ
ま
で
に
３
つ
の
調
査
研
究
段
階
を
設

定
し
て
段
階
的
に
研
究
計
画
を
進
め
て
い
ま

す
。
２
０
０
０
年
度
か
ら
の
第
１
段
階
で
は

地
上
か
ら
の
調
査
研
究
に
よ
り
、
地
質
構
造

や
地
下
水
特
性
な
ど
を
把
握
し
て
地
下
深
部

の
地
質
環
境
モ
デ
ル
を
構
築
し
ま
し
た
。

　

年
度
か
ら
の
第
２
段
階
で
は
、
実
際
に

深
度
３
５
０
㍍
ま
で
立
坑
を
掘
り
、
そ
こ
に

水
平
方
向
の
調
査
坑
道
（
横
穴
）
を
掘
っ
て

地
下
施
設
を
建
設
し
な
が
ら
、
第
１
段
階
で

構
築
し
た
地
質
環
境
モ
デ
ル
に
よ
る
予
測
の

検
証
と
、
坑
道
掘
削
な
ど
工
学
技
術
の
有
効

性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て

年
度
か
ら
は
、
現
在
の
第
３
段

階
が
進
行
中
で
す
。

実
際
の
地
下
深
部
の

坑
道
で
、
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
（
ガ

ラ
ス
固
化
体
）
を
閉

じ
込
め
る
た
め
の
金

属
製
容
器
や
緩
衝
材

の
粘
土
、
埋
め
戻
し

材
な
ど
の
地
層
処
分

シ
ス
テ
ム
の
性
能

や
、
地
層
中
の
物
質

移
動
を
把
握
す
る
た

め
の
試
験
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
地
下
深
く
に
埋
め

た
人
工
バ
リ
ア
や
周
辺
岩
盤
で
は
、
地
下
水

の
動
き
、
地
下
水
と
材
料
と
の
反
応
、
物
質

の
移
動
な
ど
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
関
す

る
試
験
研
究
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
実
際
の

地
下
深
部
で
の
現
象
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
人
工
バ
リ
ア
な
ど
の
地
層
処
分
シ
ス
テ

ム
の
性
能
や
安
全
性
に
ど
う
影
響
す
る
の
か

を
評
価
す
る
技
術
の
一
層
の
高
度
化
、
信
頼

性
向
上
な
ど
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
深
度
５
０
０
㍍
の
調
査
坑
道
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
深
度
３

５
０
㍍
で
適
用
性
を
確
認
し
て
き
た
技
術

を
、
工
学
的
に
難
易
度
が
高
く
、
異
な
る
地

質
環
境
を
有
す
る
深
度
５
０
０
㍍
の
条
件
で

総
合
的
に
適
用
し
て
、
技
術
の
妥
当
性
を
確

認
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　
▼
国
際
協
力
、
理
解
促
進
活
動
な
ど

　
深
地
層
で
の
研
究
開
発
を
多
国
間
で
協
力

し
な
が
ら
推
進
し
次
世
代
の
技
術
者
を
育
成

す
る
た
め
に
、

年
度
か
ら
「
幌
延
国
際
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て
お
り
、
国

内
外
か
ら

機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
と
の
交
流
、
説
明
会
開
催
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
な
ど
、
地
元
や
周

辺
地
域
な
ど
へ
の
理
解
を
求
め
る
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
工
バ
リ
ア
性
能
確
認
試
験
に
お
け
る

模
擬
オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
（
金
属
製
容
器
）
設
置
作
業
の
様
子

　
原
子
力
発
電
所
か
ら
出
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
地
層

処
分
は
、
日
本
で
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
研
究
開
発
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発

機
構
（
現
・
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
＝
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
に
よ

る
成
果
報
告
書

（
地
層
処
分
研
究

開
発
第
２
次
と
り

ま
と
め
）
の
国
に

よ
る
評
価
を
受

け
、
２
０
０
０
年

に
制
定
さ
れ
た

「
特
定
放
射
性
廃

棄
物
の
最
終
処
分

に
関
す
る
法
律
」

（
最
終
処
分
法
）
に
基
づ
き
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
地

層
処
分
を
担
う
事
業
主
体
と
し
て
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
発
足
し
た
。

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
事
業
に
つ
い
て
理
事
の
植
田
昌
俊
氏
に
説
明
を
聞

い
た
。

　
▼
詳
し
く
は
こ
ち
ら

「
知
っ
て
ほ
し
い
、
地

層
処
分
」

https://www.numo.
or.jp/pr-info/pr/pan
f/index.html

　
最
終
処
分
に
つ
い
て
は
、
宇
宙

処
分
や
海
洋
投
棄
、
氷
床
処
分
な

ど
、
国
際
的
に
様
々
な
方
法
が
検

討
さ
れ
た
結
果
、
地
層
処
分
が
最

適
だ
と
い
う
の
が
各
国
で
も
共
通

し
た
考
え
方
と
な
っ
て
い
る
。
国

際
条
約
で
も
「
放
射
性
廃
棄
物
は

発
生
し
た
国
に
お
い
て
処
分
さ
れ

る
べ
き
」
と
さ
れ
て
お
り
、
原
子

力
を
利
用
す
る
諸
外
国
は
自
国
内

で
の
地
層
処
分
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
で
は
処

分
地
が
選
定
さ
れ
て
お
り
、
最
も

進
ん
で
い
る
の
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

で
、
す
で
に

年
か
ら
地
下
施
設

の
建
設
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
「
最
終
処
分
の
実
現
は
原
子
力

を
利
用
す
る
全
て
の
国
の
共
通
課

題
で
す
。
世
界
で
初
め
て
処
分
場

の
建
設
を
開
始
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
も
、
地
層
処
分
の
実
施
を
決

め
て
か
ら

年
以
上
の
歳
月
を
か

け
て
、
国
民
の
理
解
・
地
域
理
解

に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
て
き
て

い
ま
す
」
。
最
終
処
分
の
問
題
は

国
民
・
地
域
の
理
解
な
く
し
て
進

め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
、
植

田
氏
は
力
説
す
る
。

　
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
計
画
す
る
地
層
処

分
の
深
さ
は
３
０
０
㍍
以
上
。
ガ

ラ
ス
固
化
体
４
万
本
以
上
を
埋
設

保
管
で
き
る
施
設
を
１
カ
所
建
設

す
る
計
画
で
、
そ
の
規
模
は
地
上

の
施
設
が
１
～
２
平
方
㌔
㍍
、
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を
埋
設
す

る
地
下
施
設
が
６
～

平
方
㌔
㍍

を
想
定
し
て
い
る
。
地
上
か
ら
は

地
下
に
つ
な
が
る
立
て
坑
を
深
さ

３
０
０
㍍
以
上
ま
で
掘
り
、
そ
こ

に
水
平
な
横
穴
を
複
数
掘
る
。
こ

れ
を
何
層
に
も
重
ね
て
保
管
施
設

を
構
築
し
て
い
く
。

　
こ
の
事
業
は
処
分
場
選
定
ま
で

の
調
査
に

年
程
度
、
地
下
施
設

の
建
設
に

年
程
度
か
か
る
。
さ

ら
に
全
坑
道
で
埋
め
終
わ
り
、
地

下
施
設
全
部
を
埋
め
戻
し
て
地
上

施
設
を
撤
去
し
、
最
終
的
に
更
地

に
戻
し
て
閉
鎖
す
る
計
画
で
あ

る
。
建
設
し
な
が
ら
埋
設
を
並
行

し
て
進
め
る
が
、
全
て
を
埋
め
戻

し
て
閉
鎖
す
る
ま
で
１
０
０
年
以

上
要
す
る
大
事
業
に
な
る
。

　
「
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
は
事
業
主
体
と
し

て
安
全
で
信
頼
性
の
高
い
地
層
処

分
を
実
現
す
る
た
め
、
国
や
Ｊ
Ａ

Ｅ
Ａ
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
取
り
組
む
べ
き
技
術
課
題
を

整
理
し
て
、
最
新
の
技
術
開
発
動

向
を
踏
ま
え
た
安
全
確
保
の
考
え

方
、
そ
の
手
法
を
包
括
的
技
術
報

告
書
と
し
て
と
り
ま
と
め
、

年

１
月
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
／
Ｎ
Ｅ
Ａ
に
よ

る
国
際
レ
ビ
ュ
ー
を
完
了
し
ま
し

た
」

　
こ
の
報
告
書
は
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
ど

の
よ
う
に
処
分
地
の
調
査
・
選
定

を
進
め
、
安
全
か
つ
信
頼
性
の
高

い
処
分
場
の
設
計
・
建
設
・
操
業

・
閉
鎖
を
行
い
、
閉
鎖
後
の
長
期

間
に
わ
た
る
安
全
確
保
を
行
お
う

と
し
て
い
る
の
か
を
、
こ
れ
ま
で

に
蓄
積
さ
れ
た
科
学
的
知
見
や
技

術
を
統
合
し
て
包
括
的
に
説
明
し

て
い
る
も
の
で
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
地

層
処
分
事
業
の
安
全
性
・
信
頼
性

の
高
さ
を
示
す
も
の
だ
と
い
う
。

　
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
で
は
現
在
、
地
層
処

分
技
術
の
さ
ら
な
る
安
全
性
、
信

頼
性
を
高
め
る
た
め
、
よ
り
実
践

的
な
技
術
開
発
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
最
終
処
分
地
の
選
定
作
業

を
進
め
て
い
る
。
そ
の
選
定
プ
ロ

セ
ス
で
は
、
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ

の
公
表
、
全
国
各
地
で
の
対
話
活

動
、
処
分
地
に
つ
い
て
関
心
を
持

つ
グ
ル
ー
プ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

情
報
提
供
を
通
し
て
、
関
心
を
示

し
た
市
町
村
に
対
す
る
文
献
調
査

に
２
年
程
度
、
概
要
調
査
（
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
な
ど
）に
４
年
程
度
、

精
密
調
査
（
地
下
施
設
で
の
調
査

・
試
験
）に

年
程
度
を
か
け
て
、

最
終
処
分
法
に
規
定
さ
れ
た
段
階

的
調
査
を
経
て
施
設
建
設
地
を
決

め
て
い
く
。

　
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
は
、
地
層

処
分
を
行
う
場
所
を
選
ぶ
際
に
ど

の
よ
う
な
科
学
的
特
性
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
ら
は

日
本
全
国
に
ど
の
よ
う
に
分
布
し

て
い
る
の
か
を
大
ま
か
に
俯
瞰
で

き
る
よ
う
示
す
も
の
で
、
地
層
処

分
に
関
す
る
国
民
理
解
の
促
進
を

目
的
に

年
７
月
、
国
か
ら
公
表

さ
れ
た
（
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
）
。

　
マ
ッ
プ
は
地
層
処
分
に
関
す
る

地
域
の
科
学
的
特
性
を
確
定
的
に

示
す
も
の
で
は
な
く
、
処
分
地
を

選
定
す
る
ま
で
に
は
マ
ッ
プ
に
含

ま
れ
て
い
な
い
要
素
も
含
め
て
、

法
律
に
基
づ
き
段
階
的
に
調
査
・

評
価
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い

る
。

　
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
で
残
っ
た

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
（
ガ
ラ

ス
固
化
体
）
の
放
射
能
は
、

年

で
約

％
、
１
０
０
０
年
で

・

９
％
以
上
低
減
す
る
が
、
そ
の
レ

ベ
ル
が
天
然
の
ウ
ラ
ン
な
み
に
減

衰
す
る
の
に
は

万
年
程
度
要
す

る
。
そ
こ
で
、
人
の
生
活
環
境
に

影
響
を
与
え
な
い
よ
う
適
切
に
隔

離
し
て
安
全
な
状
態
で
長
期
に
わ

た
り
閉
じ
込
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
地
上
で
の
保
管
は
自
然
災
害
や

戦
争
、
テ
ロ
な
ど
の
影
響
を
受
け

る
リ
ス
ク
が
高
く
、
数
万
年
以
上

も
人
間
社
会
の
中
で
安
全
に
管
理

し
続
け
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
、

将
来
に
わ
た
っ
て
管
理
に
必
要
な

技
術
や
人
材
を
維
持
し
続
け
ら
れ

る
の
か
、
将
来
世
代
が
管
理
す
る

た
め
に
必
要
な
コ
ス
ト
を
誰
が
負

担
す
る
の
か
も
課
題
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
将
来
世
代
の
負
担
を

小
さ
く
で
き
、
放
射
能
が
減
衰
す

る
ま
で
の
間
、
人
間
社
会
か
ら
隔

離
し
て
、
将
来
に
わ
た
り
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
に
よ
る
リ
ス
ク

を
十
分
に
小
さ
く
維
持
し
続
け
る

こ
と
が
可
能
な
方
法
と
し
て
、
国

際
社
会
か
ら
現
時
点
で
最
も
安
全

で
実
現
可
能
な
処
分
方
法
と
し
て

地
層
処
分
が
選
定
さ
れ
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ

Ｏ
が
そ
の
事
業
を
進
め
て
い
る
。

事
業
内
容
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
の
地
層
処
分
を
行
う
場
所

の
選
定
、
そ
の
処
分
施
設
の
建
設

・
操
業
・
閉
鎖
で
あ
る
。

　
地
層
処
分
は
、
使
用
済
燃
料
を

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
際
に
発
生
す
る

高
レ
ベ
ル
放
射
性
の
廃
液
を
ガ
ラ

ス
と
溶
か
し
合
わ
せ
、
ス
テ
ン
レ

ス
製
の
容
器
（
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
）

に
流
し
込
ん
で
固
め
た
ガ
ラ
ス
固

化
体（
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
）

を
作
り
、
そ
れ
を
厚
さ

㌢
㍍
の

金
属
製（
炭
素
鋼
）容
器
に
入
れ
、

さ
ら
に
容
器
を
約

㌢
㍍
の
厚
さ

の
粘
土
で
包
み
、
地
中
深
い
安
定

し
た
岩
盤
に

埋
設
す
る
技

術
で
あ
る
。

高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物

を
人
工
的
に

厳
重
に
密
封

し
、
さ
ら
に

地
中
深
い
岩

盤
の
中
に
閉

じ
込
め
て
人

間
社
会
か
ら

隔
離
す
る
方

法
で
、
高
い

安
全
性
が
期

待
で
き
る
と

い
う
。

　
な
お
、
ガ

ラ
ス
固
化
体

は
安
全
に
地

層
処
分
で
き

る
発
熱
量
に

下
が
る
ま

で
、
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃

棄
物
貯
蔵
管

理
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

～

年
間

保
管
す
る
。

　
植
田
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
「
ガ
ラ
ス
固
化
体
は
高

さ
が
約
１
・
３
㍍
、
直
径
が
約


㌢
㍍
、
重
さ
が
約
５
０
０
㌔
㌘
の

円
筒
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
出
た
ガ

ラ
ス
固
化
体
の
数
は
現
在
２
５
３

０
本
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
原
子

力
発
電
所
な
ど
で
現
在
保
管
さ
れ

て
い
る
約
１
万
９
０
０
０
㌧
の

使
用
済
燃
料
を
今
後
リ
サ
イ

ク
ル
す
れ
ば
、
既
存
の
分
と
合
わ

せ
て
将
来
的
に
は
約
２
万
７
０
０

０
本
相
当
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
が

廃
棄
物
と
な
る
計
算
で
す
。
さ
ら

に
、
今
後
の
原
子
力
発
電
所
の
稼

働
状
況
に
応
じ
て
そ
の
数
は
増

加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
で
は
合
計
４
万
本

以
上
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
埋
設
で

き
る
施
設
の
実
現
を
計
画
し
て
い

ま
す
」

　
最
終
処
分
地
選
定
プ
ロ
セ
ス
の

各
段
階
で
は
、
地
域
の
意
見
に
反

し
て
先
の
段
階
に
進
む
こ
と
は
し

な
い
。
「
い
ま
進
め
て
い
る
第
１

段
階
の
文
献
調
査
で
は
、
関
心
を

示
し
た
市
町
村
に
対
し
、
そ
の
地

域
の
地
質
に
関
す
る
文
献
・
デ
ー

タ
を
調
査
分
析
し
て
情
報
提
供
す

る
こ
と
で
、
事
業
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
次
の
段
階
の
概

要
調
査
に
進
む
か
ど
う
か
判
断
し

て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
際
、
都
道

府
県
知
事
と
市
町
村
長
の
ご
意
見

を
聴
い
て
十
分
に
尊
重
し
ま
す
」。

地
域
の
意
見
に
反
し
て
先
に
進
む

こ
と
は
せ
ず
、

年
程
度
に
わ
た

る
選
定
調
査
期
間
中
に
、
放
射
性

廃
棄
物
は
一
切
持
ち
込
ま
な
い
こ

と
も
確
約
し
て
い
る
。

　
「
こ
の
選
定
プ
ロ
セ
ス
で
は
、

い
ま
文
献
調
査
段
階
に
入
っ
て
い

る
場
所
が
全
国
で
３
カ
所
あ
り
ま

す
。
そ
の
う
ち
北
海
道
寿
都
町

す
っ
つ
ち
ょ
う

と

神
恵
内
村

か
も
え
な
い
む
ら

の
２
カ
所
に
つ
い
て

は
、

年

月
か
ら
文
献
調
査
を

開
始
し
、
そ
の
調
査
報
告
書
の
審

議
が

年
８
月
に
経

済
産
業
省
の
特
定
放

射
性
廃
棄
物
小
委
員

会
で
終
了
し
、

月

に
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告

書
を
寿
都
町
長
と
神

恵
内
村
長
そ
し
て
北

海
道
知
事
に
提
出
し

て
、
い
ま
現
地
説
明

会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
も
う
１
カ
所
は

佐
賀
県
玄
海
町
で
、


年
６
月
か
ら
文
献

調
査
を
始
め
て
い
ま

す
」

　
文
献
調
査
は
、
地

質
図
や
学
術
論
文
な

ど
の
地
域
固
有
の
文

献
・
デ
ー
タ
を
基
に

し
た
机
上
調
査
で
あ

り
、
ボ
ー
リ
ン
グ
の

よ
う
な
現
地
作
業
は

行
わ
な
い
。
次
段
階

の
現
地
調
査
を
伴
う

概
要
調
査
に
移
行
す

る
か
ど
う
か
の
判
断

材
料
を
地
域
に
提
供

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
地

震
・
活
断
層
や
火
山

噴
火
、隆
起
・
侵
食
、

第
四
紀
の
未
固
結
堆
積
物
、
鉱
物

資
源
、
地
熱
資
源
、
技
術
的
観
点

（
閉
じ
込
め
機
能
、
建
設
可
能

性
）
、
経
済
社
会
的
観
点
（
法
規

制
上
で
建
設
や
現
地
調
査
な
ど
の

土
地
利
用
が
原
則
許
可
さ
れ
な
い

地
域
）
と
い
う
、
国
が
と
り
ま
と

め
た
「
文
献
調
査
段
階
の
評
価
の

考
え
方
」
に
定
め
ら
れ
た
避
け
る

べ
き
基
準
に
沿
っ
て
、
収
集
し
た

文
献
・
デ
ー
タ
を
読
み
解
き
、
評

価
を
行
う
。
文
献
・
デ
ー
タ
に
は

科
学
的
調
査
や
研
究
に
基
づ
い
た

資
料
・
学
術
論
文
な
ど
を
用
い
、

地
域
の
伝
承
な
ど
の
よ
う
な
デ
ー

タ
は
使
わ
な
い
。

　
実
際
に
文
献
調
査
を
実
施
し
た

寿
都
町
と
神
恵
内
村
に
つ
い
て

は
、
両
地
域
と
も
概
要
調
査
地
区

の
候
補
と
い
う
結
論
が
得
ら
れ

た
。

　
「
寿
都
町
は
、
片
岡
春
雄
町
長

が
『
最
終
処
分
問
題
を
全
国
で
考

え
る
た
め
に
一
石
を
投
じ
る
』
と

い
う
考
え
で
文
献
調
査
に
応
募
さ

れ
た
地
域
で
す
。
調
査
結
果
で
は

避
け
る
べ
き
基
準
に
該
当
す
る
場

所
は
確
認
で
き
ず
、
文
献
調
査
対

象
地
区
全
体
を
次
の
概
要
調
査
地

区
の
候
補
に
し
ま
し
た
。

　
神
恵
内
村
は
地
元
商
工
会
か
ら

文
献
調
査
へ
の
応
募
検
討
を
求
め

る
請
願
書
が
上
が
り
、
村
議
会
に

採
択
さ
れ
、
国
が

橋
昌
幸
村
長

に
申
し
入
れ
、
『
全
村
民
へ
の
理

解
目
指
す
』
と
し
て
受
諾
さ
れ
調

査
に
至
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、

避
け
る
べ
き
基
準
に
該
当
す
る
場

所
と
し
て
、
積
丹
岳
か
ら

㌔
㍍

以
内
の
範
囲
（
境
界
は
明
確
で
な

い
）
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、

こ
れ
を
除
く
範
囲
を
概
要
調
査
地

区
の
候
補
と
し
て
い
ま
す
」

　
も
う
１
カ
所
の
佐
賀
県
玄
海
町

は
、

年
４
月
に
、
文
献
調
査
の

受
け
入
れ
に
積
極
的
な
地
元
の
各

種
組
合
が
町
議
会
に
調
査
を
請
願

し
、
町
議
会
採
択
と
な
り
、
５
月

に
国
が
申
し
入
れ
て
脇
山
伸
太
郎

町
長
が
受
託
意
向
を
示
し
て
６
月

か
ら
調
査
開
始
と
な
っ
た
。
「
こ

こ
は
九
州
電
力
玄
海
原
子
力
発
電

所
の
あ
る
場
所
で
、脇
山
町
長
は
、

長
年
に
わ
た
り
国
に
貢
献
し
た
原

子
力
自
治
体
が
、
さ
ら
に
文
献
調

査
に
協
力
す
る
こ
と
は
非
常
に
重

い
決
断
だ
が
、
最
終
処
分
は
日
本

全
体
で
考
え
る
問
題
で
、
国
民
的

議
論
を
促
す
『
呼
び
水
』
に
な
れ

ば
と
、
受
け
入
れ
を
表
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
」

　
「
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
は
、
対
話
の
場
を

中
心
と
し
た
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
お

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
、

広
報
チ
ラ
シ
配
布
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
開
催
な
ど
、
地
域
や
全
国
に
お

け
る
理
解
促
進
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
文
献
調
査
地
域
に
お

け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た

め
の
拠
点
を
設
置
し
て
事
業
へ
の

ご
質
問
に
お
答
え
す
る
と
と
も

に
、
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
地

域
の
発
展
に
向
け
た
共
生
の
取
り

組
み
を
進
め
て
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
文

献
調
査
に
向
け
た
理
解
活
動
を
進

め
、
最
終
的
に
は

カ
所
程
度
の

地
域
か
ら
応
募
い
た
だ
け
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
。
今
後

へ
向
け
て
、
植
田
氏
は
そ
う
期
待

を
述
べ
た
。
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実

施

年

月
末
）

地層処分の仕組み

最終処分法に基づく処分地の選定プロセス

　
▼
電
気
事
業
連
合
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
特
設
サ
イ
ト
「
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
地

層
処
分
っ
て
？
」

https://www.fepc
.or.jp/sp/chisous
hobun_faq/

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
日
本
の
経
済
と
国
民
の
暮
ら
し

に
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
だ
が
、
世
界
第
５
位
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
大
国
で
あ
る
日
本
は
、
使
用
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
し
て
お
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
Ｉ
Ｅ
Ａ
（
国
際
エ
ネ
ル
ギ

ー
機
関
）
ベ
ー
ス
で

・
２
％
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
２
０
２
３
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
実
績

速

報
）
と
低
い
。

　
加
え
て
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
世
界

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
を
大
き
く
変
え
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
の
安
定
供
給
体
制
が
揺
れ
動
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
よ
り
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
状
況
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
は
、
日
本

に
お
け
る
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
上
の
重
要
課

題
で
あ
り
、
そ
の
対
応
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
と
も
に
準
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
原
子
力

発
電
の
活
用
が
重
要
な
選
択
肢
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力
な
ど
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
寄
与
し
、
脱
炭
素
効
果
の
高

い
電
源
を
最
大
限
活
用
す
る
と
方
向
性
を
示
し
て

い
る
。

■
　
　
　
□
　
　
　
■

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ

の
合
意
文
書
で
は
導
入
を
加
速
す
べ

き
脱
・
低
炭
素
技
術
に
原
子
力
が
含
ま
れ
る
な
ど
、

原
子
力
発
電
推
進
へ
の
動
き
が
国
際
的
に
も
高
ま

り
つ
つ
あ
る
。

　
原
子
力
発
電
の
使
用
済
燃
料
の

～

％
は
再

利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
源
の
有
効
活
用

の
観
点
か
ら
、
使
用
済
燃
料
を
再
処
理
し
て
取
り

出
し
た
、
核
分
裂
し
て
い
な
い
ウ
ラ
ン
と
原
子
炉

内
で
生
ま
れ
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
混
ぜ
て
Ｍ
Ｏ
Ｘ

燃
料
（
ウ
ラ
ン
―
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
燃

料
）
を
つ
く
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
利
用
す
る
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
政
策
を
日
本
は
推
進
し
て
い
る
。

　
こ
の
計
画
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
な
い
日
本

に
と
っ
て
新
た
な
資
源
獲
得
と
な
り
、
安
定
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
貢
献
す
る
。
ま
た
、
使
用
済

燃
料
を
再
処
理
せ
ず
直
接
処
分
す
る
場
合
に
比

べ
、
再
利
用
で
き
な
い
廃
液
な
ど
の
み
（
使
用
済

燃
料
の
う
ち
３
～
５
％
）
を
取
り
出
し
ガ
ラ
ス
固

化
体
に
す
る
こ
と
で
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
体
積
が
４
分
の
１
に
減
り
、
天
然
ウ
ラ
ン
並
み

の
有
害
度
に
な
る
ま
で
の
期
間
も

分
の
１
に
短

縮
さ
れ
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。
課
題
は
、
そ

の
再
処
理
過
程
で
生
じ
た
再
利
用
困
難
な
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
地
の
選
定
で
あ
る
。

■
　
　
　
□
　
　
　
■

　
そ
こ
で
、
そ
の
処
分
事
業
に
は
経
済
産
業
大
臣

認
可
法
人
の
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構

（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ

ニ

ュ

ー

モ

）
が
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
立
研

究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ

Ｅ
Ａ
）も
技
術
基
盤
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
は
現
在
、
そ
の
最
終
処
分
地
の
選
定

作
業
を
進
め
て
い
る
が
、
電
力
会
社
で
構
成
す
る

電
気
事
業
連
合
会
に
お
い
て
も
、
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
の
発
生
者
責
任
と
し
て
最
終
処
分
を
重

要
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
理
解
を
全
国
的
に

深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
を
進
め
て
お
り
、
地

域
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、説
明
資
料
の
作
成
・
配
布
、

Ｗ
ｅ
ｂ
特
設
サ
イ
ト
の
開
設
な
ど
を
展
開
し
て
理

解
促
進
に
努
め
て
い
る
。

　
電
気
事
業
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
や
、
そ
の
処
分
方
法
で
あ

る
地
層
処
分
、
処
分
地
の
選
定
プ
ロ
セ
ス
な
ど
に

関
す
る
情
報
を
Ｆ
Ａ
Ｑ
形
式
で
ま
と
め
て
い
る
。

ま
た
、
取
り
組
み
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
Ｗ

ｅ
ｂ
ム
ー
ビ
ー
も
掲
載
し
て
い
る
。


